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年管発０３３１第４号

平成２７年３月３１日

日本年金機構理事長 殿

厚 生 労 働 省 保 険 局 長

（ 公 印 省 略 ）

厚生労働省大臣官房年金管理審議官

（ 公 印 省 略 ）

子ども・子育て支援法等の施行に伴う厚生労働省関係省令の整備に関する

省令等の公布について

子ども・子育て支援法等の施行に伴う厚生労働省関係省令の整備に関する省令（平成

27 年厚生労働省令第 73 号）（以下「整備省令」という。）及び支出負担行為等取扱規則

等の一部を改正する省令（平成27年財務省令第41号）（以下「財務省令」という。）が

平成27年３月31日に公布され、同年４月１日に施行されることとされたところである。

この整備省令及び財務省令には納入告知書等の様式の改正が含まれるため、十分御了

知の上、その運用に遺漏のないよう配意願いたい。

記

第１ 様式の改正について

１ 整備省令及び財務省令の概要

年金特別会計は、平成27 年３月31日までは厚生労働省が所管しているが、子ど

も・子育て支援法及び就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進

に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律

（平成24年法律第67号。以下「整備法」という。）による改正後の特別会計に関す

る法律（平成19年法律第23号）第109条に基づき、平成27年４月１日からは内閣

府及び厚生労働省が所管することとなった。

また、子ども・子育て支援法（平成 24 年法律第 65 号）の施行に伴い、平成 27

「写」



年４月１日から、児童手当の支給に要する費用等に充てるための拠出金の徴収の根

拠条文が児童手当法第20条から子ども・子育て支援法第69条に変更されるととも

に、整備法の施行により、勘定名が「子どものための金銭の給付勘定」から「子ど

も・子育て支援勘定」に、拠出金の名称が「児童手当拠出金」から「子ども・子育

て拠出金」に改正されることとなった。

これらのことに伴い、厚生年金保険料等の督促状及び納入告知書等に表示する所

管府省名等を改正後の名称に変更する改正が行われるものである。

（１）所管府省名

「厚生労働省所管」から「内閣府及び厚生労働省所管」に変更

（２）勘定名

「子どものための金銭の給付勘定」から「子ども・子育て支援勘定」に変更

（３）拠出金の名称

「児童手当拠出金」から「子ども・子育て拠出金」に変更

２ 整備省令による様式の改正

（１）改正される様式

①健康保険法施行規則

様式第20号（督促状）、様式第27号（送付書）

②船員保険法施行規則

様式第８号（督促状）、様式第15号（送付書）

③厚生年金保険法施行規則

様式第31号（督促状）、様式第36号（送付書）

④国民年金法施行規則

様式第15号（督促状）、様式第19号（送付書）

⑤特定障害者に対する特別障害給付金の支給に関する法律施行規則

様式第５号（送付書）

⑥厚生年金保険の保険給付及び保険料の納付の特例等に関する法律施行規則

様式第２号（送付書）

⑦厚生年金保険の保険給付及び国民年金の給付の支払の遅延に係る加算金の

支給に関する法律施行規則

様式第２号（送付書）

（２）経過措置

整備省令の施行の際現にある改正前の様式（以下「旧様式」という。）によ

り使用されている書類は、改正後の様式によるものとみなすことができる。加

えて、旧様式による用紙については、当分の間、取り繕って使用することがで

きることとする。



３ 財務省令による様式の改正

（１）改正される様式

①歳入徴収官事務規程

・様式第４号の４書式（保険料納入告知書（健保・厚年））

・様式第４号の４の２書式（解散厚生年金基金等に係る徴収金・加算金

納入告知書）

・様式第４号の５書式（延滞金納入告知書（健保・厚年））

・様式第４号の６書式（保険料納入告知書（船員用））

・様式第４号の７書式（延滞金納入告知書（船員用））

・様式第４号の14書式（第四種被保険者等用納付書）

・様式第４号の15書式（保険料・延滞金納付書（国年））

②国民年金法等に基づく保険料の納付手続の特例に関する省令

・別紙書式（指定代理納付者等用納付書（国年））

（２）経過措置

財務省令による改正前の書式による用紙は、当分の間使用することができる。

第２ 施行期日

平成27年４月１日



保発０３３１第２７号

年管発０３３１第５号

平成２７年３月３１日

地方厚生（支）局長 殿

厚 生 労 働 省 保 険 局 長

（ 公 印 省 略 ）

厚生労働省大臣官房年金管理審議官

（ 公 印 省 略 ）

子ども・子育て支援法等の施行に伴う厚生労働省関係省令の整備に関する

省令等の公布について

子ども・子育て支援法等の施行に伴う厚生労働省関係省令の整備に関する省令（平成

27 年厚生労働省令第 73 号）（以下「整備省令」という。）及び支出負担行為等取扱規則

等の一部を改正する省令（平成27年財務省令第41号）（以下「財務省令」という。）が

平成27年３月31日に公布されたことに伴い、別添のとおり日本年金機構理事長あて通

知したので、ご了承のうえ貴下職員への周知をお願いしたい。

「写」



平成年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

（
社
会
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

社
会
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
第
三
号
中
ヌ
を
ル
と
し
、
リ
を
ヌ
と
し
、
チ
を
リ
と
し
、
同
号
ト
中
「
保
育
所
（
」の
下
に「
都

道
府
県
及
び
市
町
村
が
設
置
し
た
も
の
並
び
に
」を
加
え
、「
第
十
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
私
立
認
定
保
育
所
」

を
「
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
認
定
こ
ど
も
園
（
保
育
所
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）」
に
改
め
、
同
号
ト
を
同
号
チ

と
し
、
同
号
ヘ
を
同
号
ト
と
し
、
同
号
ト
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヘ

子
育
て
援
助
活
動
事
業

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

法
人
が
そ
の
設
置
す
る
幼
保
連
携
施
設
（
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推

進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
六
号
）
附
則
第
三
条
第
一
項
に
規
定

す
る
幼
保
連
携
施
設
に
限
る
。）に
つ
い
て
同
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
に
よ
る
改
正
後
の
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す

る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
十
七
条
第
一
項
の
設
置
の
認
可
が
あ
っ
た
も
の
と

み
な
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
第
四
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
次
の
と
お
り
」
と
あ
る
の

は
、「
法
第
三
十
一
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
の
と
お
り
」
と

す
る
。

（
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
厚
生
省
令
第
三
十
七
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
三
十
一
号
中
「厚

生
労
働
省
所
管

」
を
「内

閣
府
及
び
厚
生
労
働
省
所
管

」
に
、「児

童
手
当
拠
出
金

」
を

「子
ど
も
・
子
育
て
拠
出
金

」
に
改
め
る
。

様
式
第
三
十
六
号
中
「厚

生
労
働
省
所
管

」
を
「内

閣
府
及
び
厚
生
労
働
省
所
管

」
に
改
め
る
。

（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
年
労
働
省
令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
七
条
第
一
号
ロ
中
「
在
学
し
」
の
下
に
「
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
三
十
九

条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
育
所
（
次
号
ロ
に
お
い
て
「
保
育
所
」
と
い
う
。）若
し
く
は
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る

教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規

定
す
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
（
次
号
ロ
に
お
い
て
「
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」
と
い
う
。）に
通
い
」
を

加
え
、
同
条
第
二
号
ロ
中
「
在
学
し
」
の
下
に
「
、
保
育
所
若
し
く
は
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
通
い
」
を
加

え
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
三
号

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）、
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の

総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
六
号
）
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就

学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
関
係
法

令
の
規
定
に
基
づ
き
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令

（
健
康
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

健
康
保
険
法
施
行
規
則
（
大
正
十
五
年
内
務
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
二
十
号
中
「児

童
手
当
拠
出
金

」
を
「子

ど
も
・
子
育
て
拠
出
金

」
に
、「厚

生
労
働
省
所
管

」
を
「内

閣
府
及
び
厚
生
労
働
省
所
管

」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
十
七
号
中
「厚

生
労
働
省
所
管

」
を
「内

閣
府
及
び
厚
生
労
働
省
所
管

」
に
改
め
る
。

（
船
員
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

船
員
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
十
五
年
厚
生
省
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
八
号
中
「厚

生
労
働
省
所
管

」
を
「内

閣
府
及
び
厚
生
労
働
省
所
管

」
に
、「児

童
手
当
拠
出
金

」
を
「子

ど
も
・
子
育
て
拠
出
金

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
五
号
中
「厚

生
労
働
省
所
管

」
を
「内

閣
府
及
び
厚
生
労
働
省
所
管

」
に
改
め
る
。

（
労
働
基
準
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

労
働
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
厚
生
省
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
三
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
条
の
三
第
十
一
項
に
規
定
す
る
居
宅
訪
問
型
保

育
事
業
に
使
用
さ
れ
る
労
働
者
の
う
ち
、
家
庭
的
保
育
者
（
同
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育
者

を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）と
し
て
保
育
を
行
う
者
（
同
一
の
居
宅
に
お
い
て
、
一
の
児
童
に
対

し
て
複
数
の
家
庭
的
保
育
者
が
同
時
に
保
育
を
行
う
場
合
を
除
く
。）

（
栄
養
士
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

栄
養
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
三
号
中
「
各
種
学
校
」
の
下
に
「
並
び
に
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な

提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
」
を
加
え
る
。
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平成年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

（
国
民
年
金
法
施
行
規
則
等
の
一
部
改
正
）

第
八
条

次
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
中
「厚

生
労
働
省
所
管

」
を
「内

閣
府
及
び
厚
生
労
働
省
所
管

」
に
改
め
る
。

一

国
民
年
金
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
厚
生
省
令
第
十
二
号
）
様
式
第
十
五
号
及
び
様
式
第
十
九
号

二

特
定
障
害
者
に
対
す
る
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
令
第

四
十
九
号
）
様
式
第
五
号

三

厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
保
険
料
の
納
付
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
厚
生
労

働
省
令
第
百
五
十
一
号
）
様
式
第
二
号

四

厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
国
民
年
金
の
給
付
の
支
払
の
遅
延
に
係
る
加
算
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
（
平
成
二
十
二
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
七
号
）
様
式
第
二
号

（
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
の
二
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

一

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
五
十
九
条
第
二
号
に
規
定
す
る
事
業

第
六
条
の
二
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
十
四
項
に
規
定
す
る
子
育
て
援
助
活
動
支
援
事
業

（
児
童
手
当
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
条

児
童
手
当
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
（
見
出
し
を
含
む
。）及
び
第
一
条
の
二
中
「
厚
生
労
働
省
令
」
を
「
内
閣
府
令
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
二
か
ら
第
十
二
条
の
八
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
二
か
ら
第
十
二
条
の
八
ま
で

削
除

第
十
二
条
の
九
中
「
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
十
第
一
項
中
「
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
に
、「
厚
生
労
働
省
令
」
を
「
内
閣
府
令
」
に
改
め
、
同

条
第
三
項
中
「
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
の
保
育
料
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
の
児
童
福
祉
法
第
五
十
六
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
徴
収
す
る
費
用
」
に
、「
厚
生
労
働
省
令
」
を
「
内
閣
府
令
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
六
条

の
三
第
九
項
」
を
「
第
六
条
の
三
第
十
三
項
」
に
、「
家
庭
的
保
育
事
業
」
を
「
病
児
保
育
事
業
」
に
改
め
、
同
項
第

四
号
中
「
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
号
及
び
第
二
号
」を「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
五
十
九
条
第
二
号
」
に
改
め
、同
項
第
五
号
中「
第

二
十
二
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
に
、「
保
育
料
」
を
「
児
童
福
祉
法
第
五
十
六
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
徴
収
す
る
費
用
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
」
を
「
第
二

十
一
条
第
二
項
の
内
閣
府
令
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
十
一
中
「
第
二
十
二
条
の
四
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
」
を
「
第
二
十
二
条
第
二
項
の
内
閣
府
令
」

に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
十
二
中
「
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
を
「
内
閣
総
理
大
臣
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
の
表
第
十
二
条
の
九
第
一
項
及
び
第
二
項
の
項
中
「
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
十
条
第
一

項
」
に
改
め
、
同
表
第
十
二
条
の
十
第
一
項
の
項
中
「
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
に

改
め
、
同
表
第
十
二
条
の
十
第
二
項
及
び
第
三
項
の
項
中
「
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
」
を「
第
二
十
一
条
第
一
項
」

に
改
め
、
同
表
第
十
二
条
の
十
第
四
項
の
項
中
「
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
二
項
」に
改
め
、

同
表
第
十
二
条
の
十
一
の
項
中
「
第
二
十
二
条
の
四
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

様
式
第
三
号
（
裏
面
）
注
意
４
、
様
式
第
五
号
（
裏
面
）
注
意
５
、
様
式
第
七
号
（
裏
面
）
注
意
４
及
び
様
式
第

九
号
（
裏
面
）
注
意
３
中
「指
定
医
療
機
関

」
を
「指

定
発
達
支
援
医
療
機
関

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
四
号
中
「第
22条
の
２

」
を
「第

20条

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
五
号
中
「第
22条
の
３
第
１
項

第
２
項
」

を
「第

21条
第
１
項

第
２
項
」

に
改
め
る
。

様
式
第
十
六
号
（
裏
面
）
中
「厚

生
労
働
省
令

」
を
「内

閣
府
令

」
に
、「第

19条

」
を「第

22条

」に
改
め
、「、

第
22条
第
１
項
、
第
22条
の
２
か
ら
第
22条
の
４
ま
で

」
及
び
「第

24条
の
２
及
び

」
を
削
る
。

（
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
二
項
中
「
第
二
十
三
条
」
の
下
に「（
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供

の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て

「
認
定
こ
ど
も
園
法
」
と
い
う
。）第
二
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」を
、「
当
該
学
校
」の
下
に「（
同

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
認
定
こ
ど
も
園
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
）」を
加
え
る
。

第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
第
十
三
条
」
の
下
に「（
認
定
こ
ど
も
園
法
第
二
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
三
号
中
「
若
し
く
は
同
法
」
を
「
、
同
法
」
に
改
め
、「
各
種
学
校
」
の
下
に
「
若
し
く
は
就
学

前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
。

第
百
一
条
の
十
一
の
二
第
一
号
に
お
い
て
「
認
定
こ
ど
も
園
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
」
を
加
え
る
。

第
百
一
条
の
十
一
の
二
第
一
号
中
「
保
育
所
に
お
け
る
保
育
の
実
施
」
を
「
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

第
百
六
十
四
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
法
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
認
定

こ
ど
も
園
又
は
児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育
事
業
等
に
お
け
る
保
育
の
利
用
」
に
改

め
る
。

（
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成

三
年
労
働
省
令
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
八
号
中
「
保
育
所
に
お
け
る
保
育
の
実
施
」
を
「
児
童
福
祉
法（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）

第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
育
所
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
認
定
こ
ど
も
園
又
は
児
童
福
祉
法

第
二
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育
事
業
等
（
以
下
「
保
育
所
等
」
と
い
う
。）に
お
け
る
保
育
の
利
用
」

に
改
め
る
。

第
四
条
の
二
第
一
号
、
第
九
条
第
六
号
及
び
第
十
八
条
第
五
号
中
「
保
育
所
に
お
け
る
保
育
の
実
施
」
を
「
保
育

所
等
に
お
け
る
保
育
の
利
用
」
に
改
め
る
。

（
福
祉
の
措
置
及
び
保
育
の
実
施
等
の
解
除
に
係
る
説
明
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

福
祉
の
措
置
及
び
保
育
の
実
施
等
の
解
除
に
係
る
説
明
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
六
年
厚
生
省
令
第
六
十

二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
中
「
保
育
」
を
「
助
産
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
、
保
育
の
実
施
」
を
削
り
、「
保
育
の
実
施
等
」
を
「
助
産
の
実
施
等
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
、
第
五
条
第
一
項
及
び
第
九
条
中
「
保
育
」
を
「
助
産
」
に
改
め
る
。

（
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
を
削
る
。





附
則
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
も
の
と
さ
れ
た
改
正
前
の
児
童
手
当
法
に
係
る
特
例
）

第
五
条

平
成
二
十
六
年
経
過
措
置
政
令
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
令
第
七
十
八
条
の
規
定

に
関
す
る
第
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
項
の
規
定
中
同
表
の

中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
二
号

第
六
十
三
条
第
三
号

第
六
十
三
条
第
三
号
（
同
令
附
則
第
八
条
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）

第
三
号

第
三
十
四
条
第
三
号

第
三
十
四
条
第
三
号
（
同
令
附
則
第
八
条
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）

第
四
号

第
四
条
の
二
第
三
号

第
四
条
の
二
第
三
号
（
同
令
附
則
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）

第
五
号
及
び
第
六
号

五

平
成
二
十
六
年
経
過
措

置
政
令
第
七
十
八
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
ら
れ
た
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
施
行
令
（
平
成

二
十
六
年
政
令
第
二
百
十

三
号
）
第
三
十
五
条
第
二

項
第
三
号

五

平
成
二
十
六
年
経
過
措
置
政
令
第
七
十
八
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
施
行
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第

二
百
十
三
号
）
第
三
十
五
条
第
二
項
第
三
号

六

平
成
二
十
六
年
経
過
措

置
政
令
第
七
十
八
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
ら
れ
た
厚
生
年
金
保
険

の
保
険
給
付
及
び
保
険
料

の
納
付
の
特
例
等
に
関
す

る
法
律
施
行
令
（
平
成
十

九
年
政
令
第
三
百
八
十
二

号
）
第
三
条
第
二
号

六

平
成
二
十
六
年
経
過
措
置
政
令
第
七
十
八
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る

教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十

四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
三
十
八
条
の
規
定
に

よ
り
そ
の
徴
収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る

も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第

七
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
に
係
る
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
百
六
十
六
号
）

第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
施

行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
二
百
八
十
一
号
）

第
七
条
の
八
第
二
項
第
三
号

七

平
成
二
十
六
年
経
過
措
置
政
令
第
七
十
八
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
厚
生
年
金

保
険
の
保
険
給
付
及
び
保
険
料
の
納
付
の
特
例
等

に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三

百
八
十
二
号
）
第
三
条
第
二
号
（
同
令
附
則
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合

を
含
む
。）

平成年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

第
一
条
の
二
中
「
法
」
を
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
条
を
第
一

条
と
す
る
。

第
一
条
の
三
を
第
一
条
の
二
と
す
る
。

第
二
条
中
「
第
一
条
の
二
」
を
「
第
一
条
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
二
中
「
第
一
条
の
三
」
を
「
第
一
条
の
二
」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
中
「第

一
条
の
二

」
を
「第

一
条

」
に
改
め
る
。

（
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
附

則
第
四
条
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
附
則
第
四
条
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

前
々
年
の
四
月
一
日
に
お
い
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
二
十

七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
教
育
・
保
育
施
設
（
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な

提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
認
定
こ
ど
も
園

又
は
児
童
福
祉
法（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
育
所
に
限
る
。）

又
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
地
域
型
保
育
事
業（
以
下「
特
定
教
育
・

保
育
施
設
等
」
と
い
う
。）の
利
用
の
申
込
み
を
行
っ
た
同
法
第
二
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る
支
給
認
定
保
護
者

（
同
法
第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
係
る
認
定
の
申
請
を
し
た
も
の
に
限
る
。
以
下
「
支
給
認
定

保
護
者
」
と
い
う
。）の
当
該
申
込
み
に
係
る
児
童
で
あ
っ
て
特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
を
利
用
し
て
い
な
い
も

の
（
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）の
数
が
百
人
以
上
で
あ
る
こ
と
。

イ

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
幼
稚
園
（
以
下
「
幼
稚
園
」
と

い
う
。）に
通
う
児
童
で
あ
っ
て
、
当
該
幼
稚
園
に
お
い
て
、
適
当
な
設
備
を
備
え
る
等
に
よ
り
、
教
育
課
程

に
係
る
教
育
時
間
の
終
了
後
に
教
育
活
動
を
行
う
事
業
（
事
業
の
実
施
に
要
す
る
費
用
に
係
る
国
又
は
地
方

公
共
団
体
の
補
助
（
以
下
「
事
業
実
施
補
助
」
と
い
う
。）を
受
け
て
い
る
も
の
に
限
る
。）又
は
児
童
福
祉
法

施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
第
三
十
六
条
の
三
十
五
第
二
号
に
規
定
す
る
幼
稚
園
型

一
時
預
か
り
事
業
を
利
用
し
て
い
る
も
の

ロ

幼
稚
園
に
お
い
て
、
適
当
な
設
備
を
備
え
る
等
に
よ
り
、
教
育
課
程
に
係
る
教
育
時
間
外
に
お
い
て
教
育

活
動
を
長
時
間
行
う
事
業
で
あ
っ
て
、
事
業
実
施
補
助
を
受
け
て
い
る
も
の
を
利
用
し
て
い
る
児
童

ハ

児
童
福
祉
法
第
五
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
の
う
ち
同
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務

を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
事
業
実
施
補
助
を
受
け
て
い
る
も
の
を
利
用
し
て
い
る
児
童

ニ

支
給
認
定
保
護
者
が
利
用
を
希
望
す
る
特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
以
外
の
特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
又
は

ロ
に
規
定
す
る
事
業
若
し
く
は
ハ
に
規
定
す
る
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
児
童

（
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
四
年

厚
生
労
働
省
令
第
百
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
一
号
イ
中
「
労
働
者
の
」
の
下
に
「
監
護
す
る
」
を
加
え
、「
当
該
事
業
主
か
ら
の
委
託
」
を
「
事
業
主

か
ら
委
託
」
に
改
め
、「
受
け
て
当
該
」
の
下
に
「
事
業
主
が
雇
用
す
る
」
を
加
え
、
同
号
ロ
中
「
労
働
者
の
」
の
下

に
「
監
護
す
る
」
を
加
え
、「
当
該
事
業
主
団
体
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
当
該
」
を
「
事
業
主
団
体
か
ら
委
託
を
受
け

て
そ
の
構
成
員
で
あ
る
事
業
主
の
雇
用
す
る
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七

年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
に
基
づ
く
地
方
公
務
員
共
済
組
合
そ
の
他
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
組
合
等
が
そ
の
」

を
「
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
第
一
条
の
三
十
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る

組
合
が
当
該
組
合
の
」
に
改
め
、「
構
成
員
の
」
の
下
に
「
監
護
す
る
」
を
加
え
、「
当
該
組
合
等
か
ら
の
委
託
を
受
け

て
当
該
」
を
「
同
項
に
規
定
す
る
組
合
か
ら
委
託
を
受
け
て
当
該
組
合
の
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
顧
客
の
」
の
下

に
「
監
護
す
る
」
を
加
え
、
同
号
ヘ
中
「
保
育
所
以
外
の
」
を
削
り
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

病
児
保
育
事
業
を
行
う
施
設
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
の
対
象
と
な
る
乳
幼
児
の
数

第
八
条
第
二
号
を
削
り
、
同
条
第
三
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
条
第
四
号
を
同
条
第
三
号
と
す
る
。

（
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
令

第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
四
条
第
一
項
第
五
号
中
「
第
七
十
八
」
を
「
第
七
十
八
条
」
に
、「
児
童
手
当
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年

政
令
第
二
百
八
十
一
号
）
第
七
条
の
八
第
二
項
第
三
号
」
を
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
令
（
平
成
二
十
六
年

政
令
第
二
百
十
三
号
）
第
三
十
五
条
第
二
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。





（
平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と

さ
れ
た
改
正
前
の
児
童
手
当
法
に
係
る
特
例
）

第
六
条

平
成
二
十
六
年
経
過
措
置
政
令
附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
令
第
七
十
八
条
の
規
定

に
関
す
る
第
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
項
の
規
定
中
同
表
の

中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
二
号

第
六
十
三
条
第
三
号

第
六
十
三
条
第
三
号
（
同
令
附
則
第
九
条
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）

第
三
号

第
三
十
四
条
第
三
号

第
三
十
四
条
第
三
号
（
同
令
附
則
第
九
条
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）

第
四
号

第
四
条
の
二
第
三
号

第
四
条
の
二
第
三
号
（
同
令
附
則
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）

第
五
号
及
び
第
六
号

五

平
成
二
十
六
年
経
過
措

置
政
令
第
七
十
八
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
ら
れ
た
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
施
行
令
（
平
成

二
十
六
年
政
令
第
二
百
十

三
号
）
第
三
十
五
条
第
二

項
第
三
号

五

平
成
二
十
六
年
経
過
措
置
政
令
第
七
十
八
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
施
行
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第

二
百
十
三
号
）
第
三
十
五
条
第
二
項
第
三
号

六

平
成
二
十
六
年
経
過
措

置
政
令
第
七
十
八
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
ら
れ
た
厚
生
年
金
保
険

の
保
険
給
付
及
び
保
険
料

の
納
付
の
特
例
等
に
関
す

る
法
律
施
行
令
（
平
成
十

九
年
政
令
第
三
百
八
十
二

号
）
第
三
条
第
二
号

六

平
成
二
十
六
年
経
過
措
置
政
令
第
七
十
八
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
平
成
二
十

二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す

る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
二
年
政
令
第
七
十
五

号
）
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手

当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年

法
律
第
二
十
四
号
）
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ

り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
児
童

手
当
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成

二
十
四
年
政
令
第
百
十
三
号
）
に
よ
る
改
正
前
の

児
童
手
当
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
二

百
八
十
一
号
）
第
七
条
の
八
第
二
項
第
三
号

七

平
成
二
十
六
年
経
過
措
置
政
令
第
七
十
八
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
厚
生
年
金

保
険
の
保
険
給
付
及
び
保
険
料
の
納
付
の
特
例
等

に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三

百
八
十
二
号
）
第
三
条
第
二
号
（
同
令
附
則
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合

を
含
む
。）

（
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る

も
の
と
さ
れ
た
改
正
前
の
児
童
手
当
法
に
係
る
特
例
）

第
七
条

平
成
二
十
六
年
経
過
措
置
政
令
附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
令
第
七
十
八
条
の
規
定

に
関
す
る
第
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
項
の
規
定
中
同
表
の

中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
二
号

第
六
十
三
条
第
三
号

第
六
十
三
条
第
三
号
（
同
令
附
則
第
十
条
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）

第
三
号

第
三
十
四
条
第
三
号

第
三
十
四
条
第
三
号
（
同
令
附
則
第
十
条
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）

第
四
号

第
四
条
の
二
第
三
号

第
四
条
の
二
第
三
号
（
同
令
附
則
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）

第
五
号
及
び
第
六
号

五

平
成
二
十
六
年
経
過
措

置
政
令
第
七
十
八
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
ら
れ
た
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
施
行
令
（
平
成

二
十
六
年
政
令
第
二
百
十

三
号
）
第
三
十
五
条
第
二

項
第
三
号

五

平
成
二
十
六
年
経
過
措
置
政
令
第
七
十
八
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
施
行
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第

二
百
十
三
号
）
第
三
十
五
条
第
二
項
第
三
号

六

平
成
二
十
六
年
経
過
措

置
政
令
第
七
十
八
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
ら
れ
た
厚
生
年
金
保
険

の
保
険
給
付
及
び
保
険
料

の
納
付
の
特
例
等
に
関
す

る
法
律
施
行
令
（
平
成
十

九
年
政
令
第
三
百
八
十
二

号
）
第
三
条
第
二
号

六

平
成
二
十
六
年
経
過
措
置
政
令
第
七
十
八
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
平
成
二
十

三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す

る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第

三
百
八
号
）
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る

児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二

十
四
年
法
律
第
二
十
四
号
）
附
則
第
十
二
条
の
規

定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ

た
児
童
手
当
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
百
十
三
号
）
に
よ
る
改

正
前
の
児
童
手
当
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政

令
第
二
百
八
十
一
号
）
第
七
条
の
八
第
二
項
第
三

号
七

平
成
二
十
六
年
経
過
措
置
政
令
第
七
十
八
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
厚
生
年
金

保
険
の
保
険
給
付
及
び
保
険
料
の
納
付
の
特
例
等

に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三

百
八
十
二
号
）
第
三
条
第
二
号
（
同
令
附
則
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合

を
含
む
。）

平成年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。）に

よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
附

則
第
四
条
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

４

前
々
年
の
三
月
三
十
一
日
が
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高

め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
附
則
第
四
条
の
指
定
に
係
る
基
準
に
つ

い
て
は
、
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
附
則
第
四
条
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。


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附
則
第
三
項
中「「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
を「「
第
七
十
一
条
第
一
項
」
に
、「
同
法
第
一
条
」
を
「
一
部
改
正
法
第

一
条
」
に
改
め
、「
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
」
の
下
に「
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
。」を
加
え
、「
以
下
同
じ
」

を
「
第
二
十
一
条
の
六
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
」に
、「
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
」」を「
子

別
紙
第
四
号
の
四
書
式
中
「厚

生
労
働
省
所
管

」
を
「内

閣
府
及
び
厚
生
労
働
省
所
管

」
に
、「児

童
手
当
法
第
22

条

」
を
「子

ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
71条

」
に
、「児

童
手
当
勘
定

」
を
「子

ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定

」
に
、「児

童
手
当
拠
出
金

」
を
「子

ど
も
・
子
育
て
拠
出
金

」
に
改
め
る
。

別
紙
第
四
号
の
四
の
二
書
式
中
「
厚
生
労
働
省
所
管
」
を
「
内
閣
府
及
び
厚
生
労
働
省
所
管
」
に
改
め
る
。

別
紙
第
四
号
の
五
書
式
中
「厚

生
労
働
省
所
管

」
を
「内

閣
府
及
び
厚
生
労
働
省
所
管

」
に
、「児

童
手
当
法
第
22

条

」
を
「子

ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
71条

」
に
、「児

童
手
当
拠
出
金

」
を
「子

ど
も
・
子
育
て
拠
出
金

」
に
改
め

る
。別

紙
第
四
号
の
六
書
式
、
別
紙
第
四
号
の
七
書
式
、
別
紙
第
四
号
の
十
四
書
式
及
び
別
紙
第
四
号
の
十
五
書
式
中

「厚
生
労
働
省
所
管

」
を
「内

閣
府
及
び
厚
生
労
働
省
所
管

」
に
改
め
る
。

〇
財
務
省
令
第
四
十
一
号

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子

ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、予
算
決
算
及
び
会
計
令（
昭

和
二
十
二
年
勅
令
第
百
六
十
五
号
）
第
百
四
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
支
出
負
担
行
為
等
取
扱
規
則
等
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

支
出
負
担
行
為
等
取
扱
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
支
出
負
担
行
為
等
取
扱
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

支
出
負
担
行
為
等
取
扱
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
大
蔵
省
令
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
甲
号
備
考
13
保
険
料
の
類
の
項
中
「
児
童
手
当
法
」
を
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」
に
改
め
る
。

（
歳
入
徴
収
官
事
務
規
程
の
一
部
改
正
）

第
二
条

歳
入
徴
収
官
事
務
規
程
（
昭
和
二
十
七
年
大
蔵
省
令
第
百
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
三
項
第
二
号
中
「
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
」
を
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
七
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
六
第
一
項
第
三
号
中
「
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
」
を
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十

九
条
第
一
項
」
に
、「
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
六
十
九
条
第
一
項
第
一
号
」
に
、「
第
二
十
二
条
第
一
項
」

を
「
第
七
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
児
童
手
当
法
第
二
十
二
条
第
一
項
」
を
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
第
七
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
ハ
中
「
児
童
手
当
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
二

百
八
十
一
号
）
第
八
条
」
を
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
二
百
十
三
号
）
第
四
十

条
」
に
、「
第
九
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
一
条
第
二
項
」
に
、「
児
童
手
当
法
第
二
十
二
条
第
九
項
」
を
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
第
七
十
一
条
第
九
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
項
中「「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
を「「
第
七
十
一
条
第
一
項
」
に
、「
同
法
第
一
条
」
を
「
一
部
改
正
法
第

一
条
」
に
改
め
、「
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
」
の
下
に「
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
。」を
加
え
、「
以
下
同
じ
」

を
「
第
二
十
一
条
の
六
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
」に
、「
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
」」を「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
」」に
、「
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
（
」
を
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
（
」
に
改
め
、「
第
二
十
条
第
一
項
を
含
む
。」の
下
に
「
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。」を

加
え
、「
、「
同
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
（
平
成
二
十
三

年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
一
部
改
正

法
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一

号
を
含
む
。）」
と
、「
同
法
第
二
十
二
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
法
第
二
十
二
条
第
一
項
」
と
」を
削
り
、

「「
第
八
条
」
を「「
第
四
十
条
」
に
改
め
、「
児
童
手
当
法
施
行
令
（
」
の
下
に
「
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
二
百
八
十

一
号
。」を
加
え
、「
同
令
第
九
条
第
二
項
」
を
「
同
令
第
四
十
一
条
第
二
項
」
に
、「
児
童
手
当
法
施
行
令
第
九
条
第
二

項
」
を
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
令
第
四
十
一
条
第
二
項
」
に
、「「
第
二
十
二
条
第
九
項
」
を「「
第
七
十
一

条
第
九
項
」
に
、「「
児
童
手
当
法
（
」
を「「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
」
に
改
め
、「
、
別
紙
第
四
号
の
四
書
式
中

「児
童
手
当
勘
定

」
と
あ
る
の
は
「子

ど
も
の
た
め
の
金
銭
給
付
勘
定

」
と
」
を
削
り
、
同
項
を
附
則
第
五
項
と
す

る
。

ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
」」に
、「
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
（
」
を
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
（
」
に
改
め
、「
第
二
十
条
第
一
項
を
含
む
。」の
下
に
「
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。」を

加
え
、「
、「
同
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
（
平
成
二
十
二

年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
一
部
改
正
法
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り

な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
を
含
む
。）」
と
、「
同
法
第
二
十

二
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
法
第
二
十
二
条
第
一
項
」
と
」
を
削
り
、「「
第
八
条
」
を「「
第
四
十
条
」

に
改
め
、「
児
童
手
当
法
施
行
令
（
」
の
下
に
「
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
二
百
八
十
一
号
。」を
加
え
、「
同
令
第
九
条
第

二
項
」
を
「
同
令
第
四
十
一
条
第
二
項
」
に
、「
児
童
手
当
法
施
行
令
第
九
条
第
二
項
」
を
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
施
行
令
第
四
十
一
条
第
二
項
」
に
、「「
第
二
十
二
条
第
九
項
」
を「「
第
七
十
一
条
第
九
項
」
に
、「「
児
童
手
当
法（
」

を「「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
」
に
改
め
、「
、
別
紙
第
四
号
の
四
書
式
中
「児

童
手
当
勘
定

」
と
あ
る
の
は
「子

ど
も
の
た
め
の
金
銭
給
付
勘
定

」
と
」
を
削
り
、
同
項
を
附
則
第
四
項
と
す
る
。

附
則
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法

律
第
六
十
七
号
）
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
同

法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
二
十
条
第
一

項
の
拠
出
金
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
省
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
第
三
項
第

二
号
中
「
第
七
十
一
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
第
一
項
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学

前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
七
号
。
以
下
「
子
ど
も
・
子

育
て
整
備
法
」
と
い
う
。）第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ

れ
た
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第

七
十
三
号
。
以
下
「
旧
児
童
手
当
法
」
と
い
う
。）の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
に
係
る
旧
児
童
手
当
法
第
二
十
二
条

第
一
項
を
含
む
。
第
二
十
一
条
の
六
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
、
第
二
十
一
条
の
六

第
一
項
第
三
号
中
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
第
六
十
九
条
第
一
項
（
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に
つ
い
て
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
児
童
手
当
法
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
に
係
る
旧
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一

項
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
、
同
項
第
九
号
ハ
中
「
第
四
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十

条
（
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の

と
さ
れ
た
旧
児
童
手
当
法
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
に
係
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
百
六
十
六
号
）第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
施
行
令（
昭

和
四
十
六
年
政
令
第
二
百
八
十
一
号
。
以
下
「
旧
児
童
手
当
法
施
行
令
」と
い
う
。）第
八
条
を
含
む
。）」と
、「
同

令
第
四
十
一
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
令
第
四
十
一
条
第
二
項
（
子
ど
も
・

子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
児

童
手
当
法
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
に
係
る
旧
児
童
手
当
法
施
行
令
第
九
条
第
二
項
を
含
む
。）」
と
、「
第
七
十
一

条
第
九
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
第
九
項
（
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ

の
徴
収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
児
童
手
当
法
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
に
係
る
旧
児

童
手
当
法
第
二
十
二
条
第
九
項
を
含
む
。）」
と
、「
同
法
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の

規
定
（
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も

の
と
さ
れ
た
旧
児
童
手
当
法
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
に
係
る
規
定
を
含
む
。）」
と
す
る
。





別
紙
書
式
中
「児

童
手
当

」
を
「子

ど
も
・
子
育
て

」
に
、「児

童
手
当
勘
定

」
を
「子

ど
も
・
子
育
て
支
援

勘
定

」
に
、「厚

生
労
働
省
所
管

」
を
「内

閣
府
及
び
厚
生
労
働
省
所
管

」
に
、「児

童
家
庭
局
長

」
を
「雇

用
均
等
・

児
童
家
庭
局
長

」
に
改
め
る
。

平成年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

（
特
別
調
達
資
金
出
納
官
吏
事
務
規
程
の
一
部
改
正
）

第
三
条

特
別
調
達
資
金
出
納
官
吏
事
務
規
程
（
昭
和
二
十
六
年
大
蔵
省
令
第
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
中
「
厚
生
労
働
省
所
管
」
を
「
内
閣
府
及
び
厚
生
労
働
省
所
管
」に
改
め
る
。

（
歳
入
歳
出
外
の
国
庫
内
移
換
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

歳
入
歳
出
外
の
国
庫
内
移
換
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
年
大
蔵
省
令
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
十
六
号
、
同
項
第
二
十
七
号
及
び
同
項
第
三
十
号
中
「
厚
生
労
働
省
所
管
」
を
「
内
閣
府
及
び

厚
生
労
働
省
所
管
」
に
改
め
る
。

（
国
民
年
金
法
等
に
基
づ
く
保
険
料
の
納
付
手
続
の
特
例
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

国
民
年
金
法
等
に
基
づ
く
保
険
料
の
納
付
手
続
の
特
例
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
年
大
蔵
省
令
第
四
十
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
紙
書
式
中
「厚

生
労
働
省
所
管

」
を
「内

閣
府
及
び
厚
生
労
働
省
所
管

」
に
、「別

紙
第
１
号
書
式

」
を
「別
紙

第
４
号
書
式

」
に
改
め
る
。

（
児
童
手
当
法
に
基
づ
く
拠
出
金
等
の
納
付
手
続
の
特
例
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

児
童
手
当
法
に
基
づ
く
拠
出
金
等
の
納
付
手
続
の
特
例
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
六
年
大
蔵
省
令
第
七
十

七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ
く
拠
出
金
等
の
納
付
手
続
の
特
例
に
関
す
る
省
令

本
則
中
「
児
童
手
当
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
二
百
八
十
一
号
」
を
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行

令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
二
百
十
三
号
」
に
、「
第
八
条
」
を
「
第
四
十
条
」
に
、「
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年

法
律
第
七
十
三
号
）
第
二
十
二
条
第
九
項
」
を
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）

第
七
十
一
条
第
九
項
」
に
、「
第
九
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
項
中「「
第
八
条
」
を「「
第
四
十
条
」
に
改
め
、「
児
童
手
当
法
施
行
令
（
」
の
下
に
「
昭
和
四
十
六
年
政

令
第
二
百
八
十
一
号
。」を
加
え
、「「
第
二
十
二
条
第
九
項
」
を「「
第
七
十
一
条
第
九
項
」
に
、「
同
法
第
一
条
」
を「
一

部
改
正
法
第
一
条
」
に
改
め
、「
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
」
の
下
に「
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
。」を
加
え
、

「「
児
童
手
当
法
」
を「「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」
に
、「「
第
九
条
第
二
項
」
を「「
第
四
十
一
条
第
二
項
」に
改
め
、

「
、
別
紙
書
式
中
「児

童
手
当

」
と
あ
る
の
は
「児

童
手
当
及
び
子
ど
も
手
当

」
と
、「児

童
手
当
勘
定

」
と
あ
る
の

は
「子

ど
も
の
た
め
の
金
銭
の
給
付
勘
定

」
と
」
を
削
り
、
同
項
を
第
四
項
と
す
る
。

附
則
第
二
項
中「「
第
八
条
」
を「「
第
四
十
条
」
に
改
め
、「
児
童
手
当
法
施
行
令
（
」
の
下
に
「
昭
和
四
十
六
年
政

令
第
二
百
八
十
一
号
。」を
加
え
、「「
第
二
十
二
条
第
九
項
」
を「「
第
七
十
一
条
第
九
項
」
に
、「
同
法
第
一
条
」
を「
一

部
改
正
法
第
一
条
」
に
改
め
、「
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
」
の
下
に「
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
。」を
加
え
、

「「
児
童
手
当
法
」
を「「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」
に
、「「
第
九
条
第
二
項
」
を「「
第
四
十
一
条
第
二
項
」に
改
め
、

「
、
別
紙
書
式
中
「児

童
手
当

」
と
あ
る
の
は
「児

童
手
当
及
び
子
ど
も
手
当

」
と
、「児

童
手
当
勘
定

」
と
あ
る
の

は
「子

ど
も
の
た
め
の
金
銭
の
給
付
勘
定

」
と
」
を
削
り
、
同
項
を
第
三
項
と
す
る
。

附
則
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法

律
第
六
十
七
号
）
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
同

法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
二
十
条
第
一

項
の
拠
出
金
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
省
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
、「
第
四
十
条
」
と
あ

る
の
は
「
第
四
十
条
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的

な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
七
号
。
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
」
と
い
う
。）第
三
十
八
条
の
規
定
に

よ
り
そ
の
徴
収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
六
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
。
以
下
「
旧
児
童
手
当
法
」
と
い
う
。）

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。た
だ
し
、

第
二
条
中
歳
入
徴
収
官
事
務
規
程
別
紙
書
式
第
四
号
の
四
の
二
中
「厚

生
労
働
省
所
管

」
を
「内

閣
府
及
び
厚
生
労

働
省
所
管

」
に
改
め
る
改
正
規
定
は
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
に
施
行
す
る
。

２

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
書
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
別
調
達
資
金
出
納
官
吏
事
務
規
程
の
規
定
は
、
平
成
二
十
六
年
度
以
前
の
特

別
調
達
資
金
に
属
す
る
現
金
の
出
納
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
な
お
効
力
を
有
す
る
。

４

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
歳
入
歳
出
外
の
国
庫
内
移
換
に
関
す
る
規
則
の
規
定
は
、
平
成
二
十
六
年
度
以

前
の
国
庫
内
移
換
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
な
お
効
力
を
有
す
る
。

の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
に
係
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
七

年
政
令
第
百
六
十
六
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
二

百
八
十
一
号
。
以
下
「
旧
児
童
手
当
法
施
行
令
」
と
い
う
。）第
八
条
を
含
む
。）」
と
、「
第
七
十
一
条
第
九
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
第
九
項
（
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に
つ

い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
児
童
手
当
法
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
に
係
る
旧
児
童
手
当
法
第

二
十
二
条
第
九
項
を
含
む
。）」
と
、「
同
法
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
規
定
（
子
ど

も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た

旧
児
童
手
当
法
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
に
係
る
規
定
を
含
む
。）」
と
、「
第
四
十
一
条
第
二
項
」と
あ
る
の
は「
第

四
十
一
条
第
二
項
（
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
児
童
手
当
法
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
に
係
る
旧
児
童
手
当
法
施
行
令
第
九
条
第
二

項
を
含
む
。）」
と
す
る
。






